
朝型生活をこころがけよう・・・「早寝・早起き・朝ごはん」・・・  
 ３年生は、今までとは違う冬休みを過ごした人が多かったのではないでしょうか？ 
 １月２２日（月）から、私立高校の入学試験が始まり、２月２１日（水）は県公立学力検査です。夢に向かっ
てがんばっている３年生の姿は頼もしいです。 
 勉強をがんばることは大切です。それに加えて「早寝・早起き・朝ごはん」も意識して規則正しい生活習慣を
こころがけ、体調をととのえ、入試当日は実力が発揮できるように応援しています。 

 

 

 

 １月２４日から３０日は全国学校給食週間です。学校給食は明治時代、山形県鶴岡市で昼食を持参できない子

どもたちにおにぎりと漬物を用意したのが始まりです。その後、徐々に全国に広まった給食も、第二次世界大戦

で中断されました。戦後、ユニセフの救援物資などでパンと脱脂粉乳の給食が再開され、栄養不足の子どもたち

を救ったのです。これを記念して設けられたのが学校給食週間です。 

新座市の給食は昭和３４年（１９５９年）から開始されました。長い歴史があり、たくさんの人の手を通して

給食をいただくことができます。これを機会に食べ物に感謝し、自分の食生活を見つめ直してみましょう。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

毎月１９日

は食育の日 

１月の食材について 

１月も、埼玉県産米と、小麦粉、みそ（県産大豆と米から作っ

ています）、しょうゆ(県産大豆と麦から作っています)を使いま

す。野菜類は、尾崎農園さん（新座市本多）のにんじんを使う予

定です。家庭でも地産地消を進め、埼玉県産、新座市産の農産物

をたくさん食べて健康な心と体をつくりましょう。 

新座市では、おいしく安全な給食を提

供するため、できる限り国内で作られた

食材を使用するようにしています。 

さらに児童生徒に対し地元の農業や

食について興味や関心を持たせるため、

地元でとれた農産物を使用しておりま

す。 

 


